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令和 7 年度　第 1 回羽村市スポーツ推進審議会　会議録 

 

日 時　令和 7 年 7 月 5 日（土曜日）　午後 3 時 00 分～4 時 55 分 

会 場　生涯学習センターゆとろぎ　学習室 2A 

出席者　古瀬義房、新島二三彦、河合律子、中溝正治、杉渕典子、樗木次男、　

佐々木さと子、堀松英紀、永松俊哉 

(10 名中、9 名出席) 

欠席者　宮間　恵梨果（東京都の公務のため欠席） 

傍聴者　なし 

事務局　スポーツ推進課長　小山、係長　上田 

 

 

議　題 

(1) 令和７年度社会教育関係団体等補助金 

（スポーツ・レクリエーション団体）の交付について 

(2) 市民スポーツまつりについて 

(3) 令和６年度スポーツ事業計画の実施結果について 

(4) 公共施設再配置構想について 

 

 

配布資料　 

・資料 1 審議会委員名簿 

・資料 2-1 スポーツ基本法抜粋、2-2 社会教育関係団体補助金交付規則、 

2-3 補助金交付基準、2-4 交付額案、2-5 補助金申請一覧、 

2-6 スポーツ協会補助金交付要綱、2-7 交付額案 

・資料 3 市民スポーツまつり実施計画 

・資料 4 令和 6 年度スポーツ事業計画実施結果 

・資料 5 公共施設総合管理計画の概要 

・資料 6 羽村市の動向等 

資料 6 関連資料として、スポ協だより№55・56 号、 

はむら市スポーツ推進委員だより№80 号 

・令和 6 年第 3 回審議会会議録 
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議　事 

1　開会あいさつ 

 

2　議  題 

（1）令和７年度社会教育関係団体等補助金について 

 
事務局 令和 7 年度第 1 回羽村市スポーツ推進審議会を開催させていただき

ます。 

それでは、次第の 2 議題から 5 その他までは永松会長の進行でお願

いしたいと存じます。永松会長よろしくお願いいたします。

 
会長 事務局から説明をお願いします。

 
事務局 【資料 2-1、2-2、2-3、2-4、2-5、2-6、2-7 に沿って説明】

 
会長 事務局からの説明が終わりましたが、質問等はありますか。

 
委員 富士見サッカークラブの去年申請がなくて今年申請があったこと、

小作台少年野球クラブの申請がなかったのは理由があるのでしょう

か。また、補助金予算額 24 万円のうち 10 万円の補助となっています

が、補助の対象となるサークル団体が少ないのか、それとも団体はある

が実績等がないのか、煩雑で申請しにくいのか、その他に原因があるの

か、何かあるのでしょうか。

 
事務局 一つ目につきましては、こちらから去年申請があった団体に直接申

し込みをお願いしますということはありません。広くはむらの教育、公

式サイトなどを通じてお知らせしている内容でございますので、団体

の活動の中で申請をするかしないかという判断におまかせしているの

が現状でございます。 

次の 24 万円の予算額に対して今回は 10 万円ということについて

は、件数としては余裕があるので申込みを増やしたらどうかというご

意見だと思いますが、今お話した広報と公式サイトでお知らせをして

いること、あとは社会教育関係団体の更新が 3 年に 1 回になりますの

で、そのときに改めて登録していただいた団体には、その都度お知らせ

をさせていただいております。ただ、基本的にこの補助金の基準の中で

申し上げました通り、事業を要する経費を自ら負担してもなお、公的支

援を必要な団体に交付する補助金でございますので、大体 200 ぐらい

の社会教育関係団体ありますが、それぞれの皆さんが活動していく中

で、支援を受けなくてもできるという判断の中で活動されていると認
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（2）市民スポーツまつりについて 

 識しているところです。

 
委員 今までのやり方では周知徹底ができていないと思います。また、団体

が自力でできるのであれば、24 万の予算を立てたときに、何を根拠に

この 24 万の予算を立てたのか教えていただけますか。
 

事務局 まず周知につきましては、行き届いていない部分もあると思ってお

ります。いずれにしても 3 年に 1 回社会教育関係団体の登録の時期に

はお知らせをしていきます。分かりやすい説明をしていくということ

と、社会教育関係団体に登録するときにはそれぞれの団体がどれくら

い経費を使ってどれくらいの活動をしているのかという部分も含めて

ご提出いただきますので、提出していただいた予算書や決算書を拝見

しながら教育委員会からもこういった補助金があるので活用してはど

うかという話もしていけると思っております。 

次回の更新は来年度になりますが、募集の手続きとプラスアルファ

でお知らせしていければと思っております。予算の根拠につきまして

は特にこれまでも同額で予算を計上しておりますので、引き続き件数

が増えた場合も対応できるように考えております。

 
委員 申請をしたり、しなかったりというのは予算の見通しが立たなくな

るので継続的にやっていただくことは重要なことと想定されます。基

準中にも 1 年間の活動実績があるというのが前提になっているので内

容を確認していただきたいと思います。

 
会長 社会教育関係団体等補助金については御快諾いただいたということ

で、審査の結果は補助金額決定とさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

 
会長 次に市民スポーツまつりについて説明願います。

 
事務局 【資料 3 に沿って説明】

 
会長 資料 3 について事務局からの説明が終わりましたが、質問ご意見等

はありますか。

 
委員 去年の反省について主なものを教えてください。
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事務局 一番多かったのは、キッチンカーは良かったけど、商品がすぐなくな

ってしまった、長蛇の列ができて大変だった、買えなかった、食べられ

なかったというご意見をいただいていております。 

元々5500 人もお集まりになると想定していなかったので、想定以上

の来場者があったことが一つと、キッチンカーに来ていただくのに、経

費もかかるでしょうから運営側のスタッフもキッチンカーを利用し売

り上げに貢献するために利用したのですが、それが逆効果で、品物が切

れてしまったりお昼の時間帯に食べられなかったというお話をいただ

きました。今回はそこをまず解消させなければいけないということで、

グラウンド内にキッチンカーを置いて広いスペースを設けます。運営

委員側の食事については別の事業者にお願いする予定で今準備を進め

ようと思っています。 

あとは午前中たくさん来場していだいたのですが、午後 1 時以降に

なるといなくなってしまったという経緯がございました。これはグラ

ウンド側の催し物がなかったので、人が集まらなくなったということ

もあると思うので、終了時間まで伸ばせるようにと思っております。昨

年は午後 3 時までとしておりましたが、昨年の状況から見ると時間を

少し前倒しした方がいいと思い、現時点では２時までの予定でタイム

スケジュールを組み、時間を変更しております。

 
委員 今回3ヶ所でそれぞれに運営責任者をつけてやるということですが、

今年ははどんな形でやる予定ですか。

 
事務局 昨年と同じやり方ではありますが、今回は３つの会場にするので、そ

れぞれの会場で自主的にやっていただく方向性です。例えば、スイミン

グセンターは指定管理者を導入しておりますので指定管理者の中で 

活動をしていただき、実施する取り組みについてはお任せします。実施

内容はこちらで把握しますし、連携した取り組みになるように、例えば

３ヶ所共通でスタンプラリーを実施したりします。また、スポーツセン

ターについては、今回、剣道、柔道、合気道等、それぞれの団体がブー

スごとにやっていただくという方向性でいこうと思っています。昨年

スポーツフェスティバルをやったときにも、会場はこちらで用意させ

ていただいて、ブースごとに団体がそれぞれ活動していただいたとい

う実績がありました。今後、可能であれば富士見公園も、同じように場

所は提供し、その中で出展いただける団体がそれぞれの判断で PR 活動

を御対応いただく予定です。自主的にやっていただくような方向性と

いうことで、今回場所を 3 会場ということで広めたわけでございます。
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委員 昨年度の来場者数は同規模の同種のイベントと比べてどのぐらいだ

ったのかと、それが 3 会場にされることによって、どのぐらい来場者

数を見込んでいるのでしょうか。

 
事務局 まず初めに比較するイベントで申し上げますと、過去には市民体育

祭というイベントを毎年 10 月に行ってまいりました。昔は 1 万人ぐ

らい参加するイベントでしたが、だんだんと参加者数が減ってきて、最

終的なところでは大体 5,000 人から 6,000 人というような人数で落

ち着いたという実績があります。昨年行いました市民スポーツまつり

は初めての事業で行ったところ約 5,500 人の参加がありました。市民

体育祭は各町内会、自治会の方々がそれぞれ皆さんに競技に参加して

くださいということで集まった人数が 5,000 人から 6,000 人。今回

は、ご家族連れ、団体同士、お友達連れで、自主的に体験ブースなどに

参加していただいたのが 5,500 人ということです。そう考えますと、

今までの事業と比較するわけではないですが、たくさんの方に来てい

ただいたと思っています。昨年が約 5,500 人なので、それ以上を目指

して、こちらの実施計画の中で参加予定者数 6,000 人を予定しており

ます。昨年 PR が足らなかった部分もありますので、多くの方にもう少

し PR して参加者を募りたいということと、スイミングセンターを一緒

のイベントにすることによって相乗効果を図り、参加者を増やし、イベ

ントを充実させていきたいと思ってます。

 
委員 昨年度は 5,500 人参加されたのですが、予定は何人の想定だったの

でしょうか

 
事務局 当初は 2,000 人ぐらいを予想していました。

 
委員 昨年一番課題となった食事のところですが、2,000 人くらいを想定

したキッチンカーの準備だったということだと思いますが、その反省

も踏まえて、昼食の対応を進められるという理解でよろしいでしょか。

いずれにしてもこの手のイベントは天気によって左右されます。昨年

は晴天の中で、理想的な天気の中で出来ましたが、屋外のイベントなの

でいろいろな点を踏まえながら進められるという理解でよろしいでし

ょうか。
 

事務局 はい、そのとおりです。
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委員 今回、実施なしとか、依頼予定なしとかありますが、場所の関係だと

かいろいろあると思うんですが、除外されるにあたって、優先順位はあ

ったのでしょうか。

 
事務局  実際の内容で簡単にご説明させていただきます。例えばスポーツパー

ク富士見の 4 番の東京都 TEAM BEYOND は 6 年度で事業が終了した

もの、16 番は第一生命さんにご協力いただいていましたが、2 年連続

同じ自治体に派遣することは難しいとのことです。17 番のサッカース

クールについても昨年日産緑化さんにご協力いただいて、読売ヴェル

ディさんのコーチを派遣していただきました。これも同様で、連続して

行うのが難しいということで今年度はお声かけしましたけれども、実

現に至らなかったものでございます。

 
委員 キッチンカーの出店は羽村市にキッチンカー側から依頼して場所料

を払ってみたいなことなんでしょうか。

 
事務局 キッチンカーにつきましてはウイングパークという富士見公園を管

理している指定管理者にお願いしております。ウイングパークでは毎

週、週末に民間の事業者のキッチンカーに来てもらっていますので、ウ

イングパークを経由して出店していただける方はぜひということで募

っていただいております。教育委員会側では出店料をいただいており

ません。

 
委員 天気次第ですごく左右される。例えば雨が降ったら支払わないとか

の必要があるのかと思いましたが、指定管理者が対応していると理解

でいいでしょうか。

 
事務局 昨年は晴れたので特に問題はありませんでしたけども、指定管理者

側から話を聞いたところ、雨の場合は出店料をいただかない形だとの

ことです。昨年はもし雨が降ったら、キッチンカーの皆さんも準備をし

ておりますので、スポーツセンターの外で販売だけはさせてほしいと

のことでした。また、昨年は市民スポーツまつり自体が初めての試みだ

ったので、どれくらい来場者が来るか分からないというところで品物

とか作る量を制限されたのかなとは思っております。
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（３）令和６年度スポーツ事業計画の実施結果について 

 

(４)公共施設再配置構想について 

 
委員 キッチンカーですが、普段の土曜日でも富士見公園に出店してるそ

うですね。ウイングパークが管理しているということであれば、イベン

トをやるときには、こういうケースがあります、こういったときにはこ

ういう対処がありました、というノウハウはかなり持っているようで

す。 

 
会長 他にいかがでしょうか。では、市民スポーツまつりについては原案通

り承認でよろしいでしょうか。

 
委員 　異議なし

 
会長 次に令和６年度スポーツ事業計画の実施結果についてお願いしま

す。

 
事務局 【資料４の説明】

 
会長 内容が盛りだくさんですが、なにか御意見はいかがでしょうか。 

結果ですので見ていただいて、御意見ありましたらあとでお願いし

ます。

 
会長 続いて公共施設再配置構想についての説明をお願いします

 
事務局 【資料５の説明】

 
会長 この課題は、スポーツ推進審議会の中心的課題とも言えます。ご質問

も含めていろんな御意見をお持ちだと思います。将来構想的な観点で

いかがでしょうか？どこの自治体も抱えている難題と言えます。

 
委員 この問題は羽村市の何十年後をどうするかという中で、再配置のグ

ランドデザインはどうするかというところをわかっていないと意見も

言いにくい。1 個 1 個の施設の話ではないような気がします。また、

なかなかスポーツ に絞り込むのも難しい。大きな目標が具体的なら話

易いですけども、再配置というくくりだと大きすぎて、とっかかりにく

いというのが正直な感想です。
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事務局 現時点の建物を 2045 年の 30 年後には 30%削減していく。してい

かないと市の財源も限られているので、全ての建物を維持できない、と

いうことを計画に掲げています。例えばスポーツセンターとスイミン

グセンターと弓道場 3 つあるから、1 つ減らせばいいという話ではな

く、もちろん学校も 10 校ありますし、町内会の会館なども 30 ぐらい

施設があるので、全体としては 30%減らさなきゃいけない、30 年後

を見据えて考えていくことになります。そのために、公共施設全体の中

で、施設の老朽化度合いによって、整理統合するのか、スポーツセンタ

ーのように改修して維持していくのかという選択肢を今、ガイドライ

ンで構想案のたたき台を作ってる最中です。今日はスポーツ推進審議

会の委員に、スポーツ施設の 3 つの施設については、一応こういう形

を考えていますというお話をしています。

 
委員 小学校が 30 年後、今の状況かというと多分違っていて統廃合があっ

て、小学校の数も減って、中学校も減ってるかもしれないという中で、 

例えば各スポーツ施設の年間のランニングコストなどのわかりやすい

数字を出して、それは統合施設なのか、専門的な施設なのか、利用率が

どうなのかというところをやることと、あとは使ってない人で税金の

払い損と思ってる方がいるかもしれないので、もっと使ってもらうこ

とも含めて進めていかないといけない。今使ってる人たちだけで話す

というよりは、もっと使ってもらって、この施設は皆さんの税金で運営

されてるんですよということをもっと知ってもらってその中で取捨選

択していかないといけない。現在の利用者だけで決めていいものでも

ないと思います。そこは巻き込んでいかないといけないのだけど巻き

込み方がわからなし、難しいと思います。ただ、何か見える化するとい

うか、わかりやすく 討論のキーになるようなものを作ってそこをポイ

ントに話していくと、また違った見え方があるのかという気はします。

 
委員 人口減少は、かなり進んでいて、特に少子化の度合いが 15 年、予想

よりも早く進んでいます。羽村の実態としてもそういう感じですか？
 

事務局 先ほどの資料５の人口推計でも、当初の予定よりはかなり進みが早

いのが現状です。
 

委員 2045 年に２割減少とありますが、もっと減る可能性があります。市

税の減収割合も一番多い。人口が減ることが一番の大きな要因なのか、

市内の企業さんが衰退してるというか縮小していくのが要因なのか。

いずれにして稼ぐことも考えないといけないなと思います。そこら辺

はどういうふうになっていますか。羽村市の大きな計画の中で、何かあ

りますか。
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事務局 基本的にはこの計画の中では、人口は下がっていくという話ですけ

ど、下がりきらないようになるべく抑制していきたいという判断の中

で、子育て政策等を実施しているのが現状です。国としても人口を減ら

さないように、同じように子育て政策をこれからも実施していく方向

です。あとは、羽村市内に企業の誘致活動もしてはいますが、そういっ

たものも含めて総合的に判断していく形にはなると思います。公共施

設はそもそも物理的にもう老朽化してきているので、それを維持して

いくのも、どう考えても難しいのでどれかを整理していかなければい

けないという部分もあります。今言った人口の問題や、産業経済の問題

もありますけれども、このタイミングである程度方向性を導き出して

いかなければいけない現状があります。

 
会長  こういう内容は、なかなか議論がつきない。一旦ここではこういう問

題があると認識しておきたいと思います。

 
会長 人口の減少が進んでいると言われていますが 1970 年代からわかっ

ていたことです。今は下振れしているだけで、ご承知のように合計特殊

出生率、女性が子供を産む数で 1.1 とずっと減ってきています。今に

始まったわけではなくて少子化がずっと進んで来ています。たまたま

予想したことよりちょっと早めに少子化が進んでいるというふうにご

理解いただき、その上で羽村市はどのようなまち作りをしていくのか、

市民に向けてどういうサービスをしていくのか、その中でスポーツは

非常に重要なコンテンツです。今はやる人たちの話ばっかりですけど

も世の中は、進んでいます。見るとか、支えるとかどんどん変わってき

てます。e スポーツという分野も出てきました。スポーツをやらない中

でスポーツをどう広めていくか、そういうこともどんどん進んでいま

す。それに羽村市が取り残されないようにしていくための会議設定を

できればと思っています。現状ではなく 40 年、50 年後を見据えて、

羽村市は存在しているというような立ち位置でいろんなご意見いただ

ければと思います。 

では、この案件につきましては、とりあえず現状この内容で承認とい

うことでよろしいでしょうか。 
 

委員 　異議なし
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３　報告 

 

（１）羽村市の動向等について 

 

（２）国・東京都の動向について 

 

４　その他 

 

５　閉会のあいさつ 

 
会長 ここからは報告ということになりますので、報告（１）から 「その

他」を含めて説明をお願いします。

 
事務局 【資料６に沿って説明】

 
事務局 東京都の方から資料はいただいておりません。

 
事務局 （１）今後の主なスポーツ事業の予定についてですが、年間計画にある

通り、7 月 13 日に東京都自転車ロードレースが行われます。福生の奥

多摩街道沿いから羽村の羽村橋を通り過ぎ、東会館の信号のところを

曲がって、お寺坂を上り、新奥多摩街道を左折し青梅市に抜けていくと

いうコースです。朝の 8 時ぐらいから 10 時ぐらいまで交通規制がか

かり、その間は通り抜けが一切できなくなりますのでご承知おきくだ

いさい。 

（２）次回の審議会についてはまた日程調整をさせていただきます。

 
会長 では全ての内容が終了しましたので、事務局にお渡しします。

 
事務局 永松会長、会議の進行ありがとうございました。会議録につきまして

は確認のため、皆様にお送りさせていただきます。それでは最後に堀松

副会長から閉会のご挨拶をお願いいたします。
 

副会長 本日は大変ありがとうございました。今、スポーツセンターの件でお

話がありました。この件に関しては、とりあえず３年間も使えない可能

性もあるので、スポーツ推進審議会として何もしないということは多

分出来ない。あるいはこの審議会として、そのことについて何か意見を

出す必要があるんじゃないかと思います。そのことをお話申し上げて

閉会としたいと思います。今日はありがとうございました。

 
事務局 以上をもちまして、令和 7 年度第 1 回羽村市スポーツ推進審議会を

終了させていただきます。ありがとうございました。


